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大藪獅子舞保存会

問合が取組む人藪,「子舞 ま吉
「
町にある上八喘神

`|・

1,23■ ll元 城二桃井

信店,か刀2五りと

“

1子舞を奉●したのが

'台

まりと伝えられる 約,00年間

"く伝
"芸
たてあるJF子 無の流派は昴市流ササラ

「

子で,角 を2ネ付けた肯頭
の獅子が

"真
■れておう珍しぃものて 舞の数も30通 りと多く 町の無ル文イヒ

FIに も指定されていう ■■ては希少とも言える多くの子f■たちをヽむセ■のと

若男女か参
"[う

る同合の隆盛なういに 1=来 にわたる●

',な

地,コ ミ_=ティ
の■iを
"行
するとともに この|]にある :ヽ子丼のイ

`承

にヽ する不断の

'力

に

なさをまし ここに「文化伝流iJを増るものである

いちがわ

市川
た へ ぃ

太 平

同氏は南牧iす において農Ⅲ

業を営む,ら +世

“

]以 上=
わたって,1学で郷上の生活

と文化を記録 し ,承 する
活動に,'組んできた 書の
しきたりやlt青年の1場 き取

,調査で中世の山城跡の■

●に始ま, 南牧村瑯上研
究会や潮苦大学とぃった任

意日■を紅裁して勉強会や

県内外への情報発
=を
行な

 ヽ また南牧オ手を返材とした
小説 (詞 演咸1年 の拾|■
活動も多数●なってぃる.さ

らによをで ま観光客て賑わ

う行事となった「火とにし」

の回の退ヽ来形民俗文化

“指定にもヽわる等 顕業な

高齢化と人口減少に向き合

う南牧 |うの文イと,スにおい
て同氏を特筆すべき功労イ

と認め ここに:伝ふイil
を贈るものである。
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